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会議録 

会議の名称 平成 15 年度保谷公民館運営審議会第 1 回 

開催日時 平成 15 年 4 月 21 日（月曜日）午前 10 時から 11 時 10 分 

開催場所 保谷公民館第 3 会議室 

出席者 
委員：北岡委員、西谷委員、内田委員、関谷委員、武田委員、長谷川委

員、増田委員、遠山委員 
職員 福本館長、近藤係長、古瀧分館長、長谷部分館長 

欠席者 星委員 

議題 

1. 人事異動に伴う職員の紹介 
2. 平成 14 年度第 6 回会議録について 
3. 西東京市保谷公民館主催事業の企画について 
4. 平成 15 年度東京都公民館連絡協議会役員市について 
5. 第 1 回市議会での公民館関係事項報告 
6. 公民館統一の説明会について 

会議資料の名称 
1. 平成 14 年度第 6 回保谷公民館運営審議会会議録 
2. 公民館主催事業計画書 

記録方法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会議内容 

1. 人事異動に伴う職員の紹介 
保谷公民館長より、人事異動の紹介 

 
2. 第 6 回保谷公民館運営審議会会議録 
訂正事項等特になし 

 
3. 西東京市保谷公民館主催事業の企画について 
各館からの説明に対する質疑 

保谷公民館 
（1）母の日の贈り物「プリザーブドフラワーを使って」（案） 
（Q）受講は、女性が多いのか 
（A）申し込は女性のみである。 
（Q）材料費が高価であるが、どのような材料か 
（A）フランスから輸入する花を使うが、講師が原価で斡旋してくれている。 
（Q）企画に問題はないが、提案をもっと早くしてほしい。 
（A）もっともな事であり、善処したい。 

（2）乳幼児を持つお母さんのための講座「踏み出そう、私を育てる第一歩」（案） 
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（Q）講師の略歴を示してほしい。 
（A）今示せるのは、企画書に記載している内容のみである。担当からは、相応しい内容の

講師であることは聴取している。 
（Q）講師料の適否の判断になるので、役職等をはっきり示してほしい。 
（A）可能な範囲で努力する。 

（3）ムービールーム柳沢（案） 
（Q）満席で入場できなかった人への次回の優先権などの配慮はあるのか。 
（A）その映画を希望してきた人に、次回の作品を優先してもいかがなものかという事もあ

り、特に考えてはいない。 
（Q）著作権の問題はクリアーしているのか。 
（A）公民館事業で無料で行う場合には、著作権上は問題はないとの見解が示されている。 
（Q）作品の選択はどのようにしているのか。 
（A）職員が公民館事業に相応しい作品を選択している。時にはアンケートも取っている。 

 
住吉公民館 
（1）地方財政入門講座（案） 
（Q）どんな方々が参加するのか 
（A）市の財政に興味のある人が参加してくる。前回もその後に自主グループが立ち上がっ

ている。 
（Q）年齢層はどの程度の方々か 
（A）30 代から 70 代の方まで幅がある。 
（Q）予算書等の資料は、市から借りるのか 
（A）公開されている資料を職員が印刷して資料にしている。 

（2）ロックソーランを踊ろう（案） 
（Q）人気の高い講座であるが、昨年の受講者も申し込めるのか 
（A）新しい受講生を応募している。昨年受講生は、自主サークルを作っている。 
（Q）中学生以上の意味を説明してほしい。 
（A）踊りが激しいので、そのようにした。 
（Q）小学校の運動会で踊っているのを見たことがあるが、小学生の参加は認めないのか。 
（A）確かにどの年齢でも可能であるが、今回は、大人にあわせた内容にしており、運動レ

ベルの問題で中学生以上にしたい。 
（Q）中･高校生が喜んで参加できる事業が少ないので、かえって制限があって良いと思う。

賛成だ。 
（3）お父さんと子どものためのフィットネスボクシング（案） 
（Q）今回が初めての企画か。 
（A）昨年に引き続いてのものである。 
（Q）父親に限らなくてもよいのではないか。 
（A）実際には、親子であれば性別は問わない。 

（4）農業を知る講座（案） 
（Q）講座の回数と講師謝礼の支払い回数が異なるが、無償のときもあるのか。 
（A）施設での座学のときには支払うが、実習時にはボランティアでお願いしている。 
（Q）6 千円の講師料は、誰に支払うのか。 
（A）収穫した大豆で豆腐作りを教わる予定だ。その時の謝礼で、消費者センターから講師

をお願いする。 
（Q）トラクターなどの農機具はどうしているのか。 
（A）狭い農地であり、トラクターまで必要としていない。農家が貸してくれる鍬やシャベ

ル程度で十分である。 
（5）子どもいろいろ体験教室「ジャガイモ料理」 
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（質疑なし） 
 
ひばりが丘公民館 
（1）親子講座「民話ってなーに」（案） 
（質疑なし） 
（2）実践 みんなの川柳講座（案） 
（Q）入門講座か。 
（A）そのとおりだ。 

（3）小学生稲作体験教室「米作り体験バスツアー」（案） 
（Q）参加者の保険はどうなっているのか。 
（A）公民館保険で対応可能である。 
（Q）定員 20 人で大丈夫なのか。申込があふれないか。 
（A）塾やけい古事などがあり、全 5 回をとおして参加できる子どもが少なくなりそうで

あり、逆の心配をしている。 
（Q）最小実施人員は設定しているのか。 
（A）考えていない。少なくとも行う予定だ。 
（Q）この企画とは直接関係ないが、各館からの企画書の書式が統一されていなくて読みづ

らい、統一してほしい。もっともな事であり、意思統一したい。 
 
4. 平成 15 年度都公連役員市について 
○館長： 
 東京都公民館連絡協議会の役員市が、輪番制で回ってきたので受諾した。西東京市は、館

長部会の部会長になった。来年度は、会長市が予定されている。 
 
5.  第 1 回市議会での公民館関係事項報告 
○館長： 
 市議会での予算委員会において出た質問項目 
 （1）公運審委員の選出方法について 
 （2）公運審傍聴者への資料の閲覧について 
 （3）公民館統一問題について 
 （4）管理委託について 
 （5）公民館の将来構想について 
 （6）ロビーの掲事物の検印について 
 
（Q）傍聴者への資料の提供はどの程度を想定しているのか。委員と同様に配布しているの

か。 
（A）あくまで閲覧であり、配布はしていないし、予定もしていない。 

 
6. 公民館統一説明会について 
○館長： 
 保谷公民館は、5 月 16 日（金曜日）に、田無公民館は、5 月 18 日（日曜日）に市民説明

会を予定している。 
 
（Q）市報に、公運審の委員の公募記事が出ていたが、どの程度の応募状況か。 
（A）現時点で、9 人の方から応募がある。 

 
7. その他 
○会長： 
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 4 月 30 日で任期切れとなり、このメンバーで集まるのが最終回となる。私自身任期途中

からの会長職ということで戸惑ったが、よい勉強になった。 
 次期のメンバーは、市教委で人選中とのことである。 
 
 

 


